
「
小
さ
子
」

話
の
系
譜

は
じ
め
に

日
本
の
神
話
や
説
話
に
は
、
体
の
小
さ
な
主
人
公
が
異
能
を
発
揮
し
、

人
々
に
幸
い
を
も
た
ら
す
と
い
う
話
が
あ
る
。
こ
れ
ら
体
の
小
さ
な
主
人

公
達
は
、
通
称
「
小
さ
子
」
と
呼
ば
れ
、
神
の
子
ど
も
と
し
て
人
々
に
理

解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
小
さ
子
」
話
は
、
日
本
独
特
の
話

T
切
で
あ
り
、

日
本
の
神
話
を
始
め
、
説
話
、
昔
話
、
民
話
、
ひ
い
て
は
近
・
現
代
の
児

童
文
学
の
中
に
も
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
「
小
さ
子
」
話
の

主
人
公
の
範
鴫
に
入
る
も
の
と
し
て
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
は
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

古
く
は
神
話
の
少
名
毘
古
那
神
（
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
カ
ミ
）
や
『
竹

取
物
語
』
の
か
ぐ
や
姫
、
御
伽
草
子
の
『
一
寸
法
師
』
な
ど
文
学
作

品
に
登
場
し
、
桃
太
郎
、
瓜
子
姫
、
ス
ネ
コ
タ
ン
パ
コ
、
指
太
郎
、

田
螺
息
子
な
ど
昔
話
の
主
人
公
と
し
て
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

堀

畑

真
紀
子

の
小
泉
小
太
郎
な
ど
民
話
、
俗
信
に
ま
た
が
っ
て
存
在
す
る
も
の
も

あ
る
。
（
5
8
9頁）

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
「
小
さ
子
」
神
の
変
還
を
古
代
か
ら
近
代
に
か

け
て
考
察
す
る
。
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
「
小
さ
子
」
神
と
し
て
、
古
代

で
は
記
紀
の
「
少
名
見
古
那
神
」
、
「
か
ぐ
や
姫
」
、
中
世
か
ら
近
世
ま
で

は
『
小
男
の
草
子
』
の
「
小
男
」
と
「
一
す
法
師
」
、
「
小
泉
小
太
郎
」
、

近
代
で
は
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
の
「
人
魚
」
、
『
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ

な
国
』
の
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
、
『
龍
の
子
太
郎
』
の
「
太
郎
」
を
取
り
上

げ
る
。
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「
小
さ
子
」
話
の
定
義

「
小
さ
子
」
話
の
考
察
を
行
う
前
に
「
小
さ
子
」
話
の
定
義
を
示
し
て

お
こ
う
。
『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
（
5
8
9



①
異
常
に
小
さ
な
子
供
と
し
て
異
常
な
誕
生
、
ま
た
は
出
現
を
す
る
。

②
昔
話
で
は
神
に
授
け
ら
れ
た
申
し
子
、
ま
た
は
神
聖
な
る
存
在
と
い

う
属
性
を
も
っ
て
い
る
。

③
異
能
に
よ
っ
て
遭
遇
す
る
厄
難
を
克
服
し
た
り
、
難
事
業
を
完
遂
す

る。
④
豊
か
に
な
り
（
周
り
を
豊
か
に
し
て
良
き
配
偶
者
を
得
て
、
幸
福

な
生
涯
を
送
る
。

こ
の
四
つ
の
要
素
が
「
小
さ
子
」
神
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
要
素
は
、
前
述
し
た
「
小
さ
子
」
話
の
主
人
公
達
に
共
通
し
て
存
在
す

る
。
そ
の
点
を
、
ま
ず
は
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。

少
名
毘
古
那
神
は
、
『
古
事
記
』
上
巻
、
「
日
本
書
紀
」
巻
第
一
、
風
土

記
、
万
葉
集
に
登
場
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
は
、
『
古
事
記
』
が
七
一

二
年
、
『
日
本
書
紀
』
が
七
二
O
年
で
あ
る
。
「
風
土
記
』
『
万
葉
集
』
の

成
立
年
代
は
明
か
で
は
な
い
が
、
古
代
の
成
立
で
あ
る
点
は
間
違
い
な
い
。

少
名
毘
古
那
神
は
、
父
親
の
高
皇
産
霊
尊
か
ら
生
ま
れ
、
虫
の
皮
を
着
、

イ
モ
の
さ
や
で
作
っ
た
天
羅
摩
船
（
ア
マ
ノ
カ
カ
ミ
プ
ネ
）
に
乗
っ
て
、

波
頭
の
聞
か
ら
こ
の
世
に
現
れ
る
（
『
古
事
記
』
）
。
こ
の
点
か
ら
彼
が
小

男
で
、
神
の
子
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

に
依
れ
ば
、
彼
は
「
穀
霊
神
」
で
あ
り
、
「
出
雲
の
国
作
り
の
大
穴
持
命

（
私
注
l
大
国
主
命
）
と
結
合
し
て
、
国
造
り
・
医
療
・
禁
厭
・
酒
造
・

石
神
の
霊
能
を
持
つ
に
至
っ
た
」
（
5
4
3
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
点
に
異

能
と
難
事
業
の
完
遂
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
人
間
に
幸
福

を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

『
竹
取
物
語
』
の
成
立
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
依
れ
ば
平
安

時
代
初
期
で
あ
る
。

か
ぐ
や
姫
は
月
の
都
の
人
で
あ
る
。
竹
筒
の
中
に
い
た
の
を
翁
に
発
見

さ
れ
た
。
そ
の
時
は
三
寸
ば
か
り
の
小
人
で
あ
っ
た
。
か
ぐ
や
姫
は
純
粋

に
は
神
の
子
で
は
な
い
が
、
竹
取
の
翁
は
か
ぐ
や
姫
を
、
神
仏
な
ど
が
仮

へ
ん
げ

に
こ
の
世
に
現
れ
人
間
の
姿
に
変
化
し
て
い
る
人
と
と
ら
え
て
い
た
。
姫

の
異
能
に
つ
い
て
は
、
竹
取
の
翁
が
か
ぐ
や
姫
を
見
つ
け
た
後
、
富
豪
に

な
る
こ
と
、
姫
の
容
貌
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
、
翁
が
姫
を
見
る
と
気
分
の

悪
さ
、
腹
だ
た
し
さ
が
な
く
な
る
こ
と
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
難
事
業
の

完
遂
と
い
う
点
で
は
か
ぐ
や
姫
の
話
は
少
々
趣
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
人

を
幸
福
に
す
る
と
い
う
点
に
置
い
て
も
、
竹
取
の
翁
に
は
あ
る
種
の
幸
福

が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
五
人
の
求
婚
者
達
や
帝
に
と
っ
て
は
あ
る
種
の
不

幸
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
う
い
う
点
は
「
小
さ

子
」
話
の
変
化
と
考
え
る
。
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「
小
男
の
草
子
」
の
成
立
は
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
依
れ
ば
、

室
町
時
代
末
期
な
い
し
安
土
桃
山
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、
「
一
寸
法
師
」

の
成
立
も
同
辞
典
に
依
る
と
室
町
時
代
の
成
立
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
一

す
法
師
」
が
「
『
小
男
』
に
先
立
つ
と
す
べ
き
根
拠
は
乏
し
い
」
（
1
0
1

頁
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。



奉
公
を
志
し
て
都
に
上
っ
て
き
た
身
の
丈
一
尺
程
の
小
男
が
、
あ
る
女

房
の
家
に
雇
わ
れ
た
。
毎
日
清
水
山
へ
通
っ
て
松
棄
を
集
め
て
い
た
が
、

あ
る
日
、
清
水
参
詣
の
美
し
い
上
聴
を
見
、
恋
煩
い
と
な
り
、
主
の
女
房

の
薦
め
で
上
臆
の
許
へ
文
を
送
る
。
上
臆
は
文
の
言
葉
が
優
雅
な
の
に
心

を
動
か
し
、
小
男
に
会
う
が
、
そ
の
姿
に
失
望
し
、
拒
絶
す
る
。
し
か
し
、

小
男
の
当
意
即
妙
の
和
歌
の
応
答
に
感
じ
、
契
り
を
結
ぶ
。
二
人
の
聞
に

は
子
供
が
で
き
、
二
永
は
繁
栄
し
た
。
後
に
小
男
は
五
条
の
天
神
と
顕
れ
、

北
の
方
は
聖
観
音
と
成
り
代
わ
っ
て
、
人
々
を
救
っ
た
。

主
人
公
は
小
男
で
あ
り
、
彼
の
異
能
は
優
れ
た
和
歌
の
才
能
、
こ
の
異

能
に
よ
っ
て
上
臆
を
手
に
入
れ
る
と
い
う
問
題
を
克
服
す
る
。
そ
の
後
、

小
男
は
五
条
天
神
と
な
り
人
々
を
救
う
。

一
寸
法
師
は
、
翁
と
姐
と
の
住
吉
大
明
神
へ
の
祈
願
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
。
そ
の
子
は
背
が
一
す
し
か
な
か
っ
た
の
で
一
す
法
師
と
名
付
け
ら
れ

た
。
彼
は
神
で
は
な
い
。
特
別
な
異
能
も
備
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

神
の
加
護
が
あ
っ
た
。
一
寸
法
師
は
、
宰
相
殿
の
姫
君
を
策
略
（
自
ら
の

力
）
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
る
。
鬼
と
の
闘
い
で
は
、
小
さ
い
体
を
上
手
く

利
用
し
て
の
勝
利
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
鬼
退
治
に
よ
っ
て
手
に
入

れ
た
打
ち
出
の
小
槌
で
背
丈
を
伸
ば
し
、
黄
金
や
銀
を
打
ち
出
し
、
姫
と

共
に
都
へ
上
り
、
住
吉
大
明
神
の
約
束
通
り
末
代
ま
で
繁
盛
し
て
栄
え
た
。

主
人
公
は
背
丈
が
一
寸
し
か
な
い
小
男
で
、
特
別
な
異
能
は
持
っ
て
い

な
い
が
、
神
の
加
護
が
あ
る
点
は
「
小
さ
子
」
話
の
変
化
と
考
え
る
。

小
泉
小
太
郎
は
、
小
勝
郡
西
盛
田
村
に
伝
わ
る
民
話
で
あ
り
、
そ
の
成

立
は
不
明
で
あ
る
。
柳
田
園
男
「
桃
太
郎
の
誕
生
」
に
よ
る
と
、
「
小
太

郎
が
怠
け
者
で
何
も
せ
ず
に
飯
ば
か
り
食
っ
て
居
た
こ
と
。
是
は
信
州
が

物
草
太
郎
の
郷
園
で
あ
る
だ
け
に
、
殊
に
偶
然
の
挿
話
と
は
思
は
れ
な
い
。

説
話
の
英
雄
が
最
初
は
小
さ
く
貧
し
く
、
又
は
形
が
見
苦
し
か
っ
た
外
に
、

往
々
に
し
て
愚
鈍
で
あ
り
怠
惰
で
あ
っ
た
と
俸
へ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
が

常
理
を
以
て
橡
測
し
得
な
か
っ
た
奇
跡
を
現
ず
る
こ
と
は
、
蛇
や
田
螺
の

形
を
俵
り
て
出
て
来
た
と
い
ふ
話
と
趣
意
に
於
て
同
じ
で
あ
る
」
（
1
3
5

頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
物
く
さ
太
郎
は
室
町
時
代
の
成
立
で
あ
る
た
め
、

こ
の
民
話
が
そ
れ
以
降
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
柳
田
氏
は

昔
話
が
「
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
饗
化
が
最
も
著
し
く
、
そ
の
色
々
の
形

が
郷
を
接
し
て
併
存
す
る
」
（
口
頁
）
と
言
い
、
さ
ら
に
「
説
話
が
近
世

に
入
っ
て
急
に
成
熟
」
（
ロ
頁
）
す
る
と
い
う
。

住
持
で
あ
る
父
親
と
大
蛇
で
あ
る
母
親
と
の
問
に
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
が
、

産
川
で
小
泉
村
の
老
婆
に
拾
わ
れ
、
小
太
郎
と
名
付
け
ら
れ
る
。
小
太
郎

は
小
男
で
あ
っ
た
。
小
太
郎
の
異
能
は
、
山
中
の
萩
を
一
日
で
刈
り
取
り
、

二
つ
に
束
ね
て
持
て
る
よ
う
な
力
で
あ
る
。
こ
の
小
泉
小
太
郎
の
話
を
、

柳
田
園
男
氏
は
「
犀
川
盆
地
の
泉
小
太
郎
と
、
元
は
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
」

（1
3
5頁
）
と
言
う
。
泉
小
太
郎
の
父
は
東
高
梨
の
白
龍
王
、
母
は
犀
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で
切
り
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

異
能
に
よ
っ
て
、
成
長
後
、
湖
を
干
拓
し
、
人
々

『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
は
、
一
九
一
二
年
二
月
一
六
日
か
ら
二
O
日
ま

で
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
。
作
者
は
小
川
未
明
で
あ
る
。

北
方
の
海
に
住
む
人
魚
の
母
親
が
、
我
が
子
に
は
人
間
の
世
界
で
幸
せ

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
海
岸
の
小
高
い
山
に
あ
る
神
社

の
石
段
の
下
で
赤
ん
坊
を
産
み
落
と
す
。
善
良
な
貧
し
い
老
夫
婦
が
こ
の

子
を
拾
い
、
「
神
様
の
お
授
け
子
」
と
し
て
大
切
に
育
て
た
。
成
長
し
た

人
魚
の
娘
は
、
蝋
燭
に
員
や
魚
、
海
草
の
絵
を
描
く
。
そ
の
絵
は
誰
を
も

引
き
つ
け
る
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
蝋
燭
屋
は
繁
盛
す

る
。
し
か
し
、
店
の
繁
盛
に
よ
っ
て
老
夫
婦
は
金
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
大
切
に
育
て
て
い
た
人
魚
の
娘
さ
え
も
香
具
師
に
売
っ
て
し
ま
う
。

娘
は
自
分
の
悲
し
い
思
い
出
に
赤
い
蝋
燭
を
二
、
三
本
、
蝋
燭
屋
に
残
す
。

そ
の
晩
、
大
暴
風
雨
が
起
き
、
何
隻
も
の
船
が
難
破
す
る
。
そ
の
後
も
、

赤
い
蝋
燭
が
お
宮
に
灯
っ
た
晩
は
、
大
暴
風
雨
に
な
り
、
人
々
に
災
難
を

も
た
ら
す
。
幾
年
も
経
た
ず
し
て
そ
の
町
は
な
く
な
る
。

人
魚
の
娘
は
異
常
に
小
さ
い
子
供
で
は
な
い
が
、
人
魚
と
い
う
異
形
で

登
場
す
る
。
ま
た
、
人
魚
が
水
界
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
や
赤
ん
坊
が
神

社
の
石
段
の
下
に
捨
て
で
あ
っ
た
こ
と
、
娘
の
塗
っ
た
赤
い
蝋
燭
が
お
宮

に
灯
っ
た
晩
、
大
暴
風
雨
が
起
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
人
魚
の
娘
は
神
の

子
で
は
な
い
が
神
聖
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
人
魚
の
娘

の
異
能
は
、
彼
女
が
描
い
た
絵
の
蝋
燭
が
不
思
議
な
力
を
持
つ
と
い
う
点

『
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
国
』
は
一
九
五
九
年
に
出
版
さ
れ
た
、
佐

藤
さ
と
る
の
作
品
で
あ
る
。

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
先
祖
は
少
名
毘
古
那
神
で
あ
る
。
姿
は
、
三
セ
ン
チ

そ
こ
そ
こ
位
で
、
小
山
の
地
面
の
下
に
住
ん
で
い
る
。
昔
の
小
山
は
、
コ

ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
天
下
で
あ
っ
た
。
気
楽
に
外
で
遊
び
回
り
、
地
下
に
は
眠

る
と
き
だ
け
帰
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
日
、
小
山
に
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル

が
い
る
と
い
う
噂
を
聞
い
た
人
聞
が
、
金
儲
け
の
種
に
し
よ
う
と
や
っ
て

来
た
。
彼
ら
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
達
を
捕
ま
え
、
見
せ
物
に
し
た
。
怒
っ
た

コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
達
は
、
小
山
に
や
っ
て
来
る
人
間
の
目
や
耳
を
潰
す
な
ど

し
て
抵
抗
す
る
。
そ
れ
以
来
、
小
山
は
人
々
か
ら
怖
が
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
達
も
人
間
の
前
に
姿
を
現
さ
な
く
な
る
。
し
か
し
、

世
の
中
が
進
む
に
つ
れ
て
、
小
山
の
こ
と
を
怖
が
ら
な
い
人
聞
が
出
て
き

た
。
そ
う
い
う
人
に
い
つ
か
小
山
を
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
危
慎
を
感
じ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
達
は
自
分
達
の
味
方
の
人
聞

を
捜
す
こ
と
に
す
る
。
そ
こ
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
セ
イ
タ
カ
さ
ん
と

い
う
人
間
の
協
力
者
を
得
る
。
そ
の
後
、
村
に
有
料
自
動
車
道
路
が
通
る

こ
と
で
小
山
が
潰
さ
れ
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
達
は
、

セ
イ
タ
カ
さ
ん
の
助
言
を
受
け
、
体
が
小
さ
く
、
人
間
の
目
に
触
れ
に
く

い
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
工
事
関
係
者
や
新
聞
社
の
人
々
が
目
覚
め
る
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直
前
に
「
土
地
を
売
ら
な
い
よ
う
に
」
と
鳴
く
行
動
を
起
こ
す
。
そ
の
結

果
、
建
設
計
画
は
修
正
さ
れ
る
。

コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
の
先
祖
が
少
名
毘
古
那
神
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
彼

ら
を
「
小
さ
子
」
神
と
見
為
す
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
は
三
セ

ン
チ
そ
こ
そ
こ
の
小
人
で
、
彼
ら
の
異
能
は
人
間
の
目
に
も
止
ま
ら
な
い

ほ
ど
の
速
さ
で
動
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
異
能
と
い
う
よ

り
む
し
ろ
特
性
に
近
い
。
ま
た
彼
ら
は
直
接
、
人
々
に
幸
福
を
与
え
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
物
語
が
「
小
さ
子
」
話
の
近
代
版
で
あ
る

と
考
え
る
と
、
そ
こ
に
は
当
然
「
小
さ
子
」
話
に
も
変
化
が
生
じ
る
で
あ

ろ、っ。『
龍
の
子
太
郎
』
は
、
小
さ
子
話
で
あ
る
民
話
「
小
泉
小
太
郎
」
「
泉
小

太
郎
」
を
現
代
的
に
創
り
あ
げ
た
作
品
で
、
一
九
六
O
年
に
出
版
さ
れ
た
。

作
者
は
松
谷
み
よ
子
で
あ
る
。

太
郎
は
、
村
の
旋
を
犯
し
、
龍
と
な
っ
た
母
親
と
木
こ
り
の
父
親
と
の

聞
に
生
ま
れ
た
子
供
で
あ
る
。
太
郎
は
、
川
で
祖
母
で
あ
る
ば
あ
さ
ま
に

拾
わ
れ
る
。
太
郎
の
脇
の
下
に
は
、
鱗
の
よ
う
な
あ
ざ
が
あ
っ
た
。
あ
る

日
、
の
ん
き
坊
主
で
な
ま
け
ん
ぼ
う
の
太
郎
は
、
ば
あ
さ
ま
か
ら
龍
に
な
っ

た
母
親
の
こ
と
を
聞
き
、
母
親
捜
し
の
旅
に
出
る
。
太
郎
は
天
狗
か
ら

「
百
人
力
」
を
も
ら
う
こ
と
で
、
水
の
源
を
握
り
、
毎
年
山
の
よ
う
な
献

上
物
と
人
身
御
供
を
取
り
上
げ
る
黒
鬼
を
退
治
し
、
あ
や
や
麓
の
人
々
を

救
う
。
そ
し
て
、
麓
の
村
で
人
々
の
歓
待
を
受
け
、
初
め
て
豊
か
な
村
を

知
り
、
自
分
の
村
の
貧
し
さ
に
気
づ
く
日
。
旅
先
で
の
に
わ
と
り
長
者
の
家

で
は
、
過
酷
な
労
働
の
中
で
米
作
り
を
覚
え
る
。
湖
で
、
太
郎
は
母
龍
と

巡
り
会
い
「
三
び
き
の
イ
ワ
ナ
を
ひ
と
り
で
食
べ
た
も
の
は
り
ゅ
う
に
な

る
」
（
槌
頁
）
と
い
う
旋
を
知
る
。
し
か
し
、
太
郎
は
そ
の
錠
の
お
か
し

き
を
指
摘
す
る
。
イ
ワ
ナ
三
匹
は
、
社
会
が
豊
か
で
あ
れ
ば
罪
で
は
な
い
。

社
会
の
貧
し
さ
が
い
け
な
い
の
だ
と
考
え
る
。
太
郎
は
母
龍
、
動
物
た
ち
、

あ
や
、
仲
間
違
の
協
力
を
得
、
山
を
切
り
開
き
、
母
龍
が
住
ん
で
い
た
湖

を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
い
豊
か
な
土
地
を
作
り
上
げ
る
。
そ
の
時
、

母
龍
は
人
簡
に
戻
る
。
広
い
土
地
に
人
々
が
集
ま
り
、
や
が
て
見
渡
す
限

り
田
圃
が
で
き
る
。
太
郎
は
あ
や
と
結
婚
し
、
み
ん
な
楽
し
く
、
幸
せ
に

暮
ら
す
。

太
郎
は
小
男
で
は
な
い
が
、
母
龍
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
や
川
で
ば
あ
さ

ま
に
拾
わ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
異
常
な
出
生
や
水
界
と
の
関
わ
り
を
読

み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
太
郎
の
異
能
は
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
彼
の
体
験
や
努
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
難
事
業
の
完

遂
は
、
母
龍
と
共
に
広
い
土
地
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

太
郎
は
結
婚
し
、
み
ん
な
で
幸
せ
に
暮
ら
す
。
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以
上
、
「
異
常
に
小
さ
な
子
供
・
異
常
な
誕
生
、
出
現
」
「
神
に
授
け
ら

れ
た
子
供
又
は
神
聖
な
る
存
在
」
「
異
能
に
よ
る
問
題
解
決
」
「
豊
か
に
な

り
、
幸
福
な
生
涯
を
送
る
」
の
四
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
「
小
さ
子
」
話
の
系

譜
に
連
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。



さ
子
」
が
、
「
小
さ
子
」
神
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
を
検
証
し
た
が
、
そ

の
検
証
よ
り
「
小
さ
子
」
神
の
特
徴
が
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
が

見
え
て
き
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
章
で
は
「
小
さ
子
」
神
の
変
遷
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

古
代
の
少
名
毘
古
那
神
は
父
神
、
吉
岡
皇
産
霊
尊
か
ら
生
ま
れ
、
大
国
主

命
と
共
に
国
作
り
を
す
る
。
母
親
で
は
な
く
、
絶
対
的
な
力
を
持
つ
父
親

か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
が
少
名
見
古
那
神
の
力
を
象
徴
し
て
い
る
よ

う
に
、
彼
は
全
知
全
能
の
神
で
、
人
間
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
絶
対
的

な
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、
当
然
人
々
か
ら
畏
敬
の
念
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

『
竹
取
物
語
』
で
は
月
の
都
と
人
間
の
世
界
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

月
の
都
は
人
間
の
憧
れ
を
象
徴
す
る
世
界
、
則
ち
無
憂
の
世
界
（
美
し
く
、

老
い
ず
、
憂
え
の
な
い
世
界
）
で
あ
る
。
そ
の
都
の
人
に
と
っ
て
人
間
の

世
界
は
賎
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
姫
が
昇
天
す
る
時
、
姫
は
織
れ
た
地
上

の
食
べ
物
を
浄
化
す
る
薬
を
飲
み
、
人
間
の
感
情
を
忘
れ
る
羽
衣
を
着
る
。

人
間
違
は
、
姫
の
昇
天
を
止
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
た
だ
見
送
る
だ
け
で

あ
っ
た
。
こ
の
月
の
都
と
人
聞
の
世
界
の
格
差
は
、
個
人
に
も
及
ぶ
。
か

ぐ
や
姫
と
翁
や
五
人
の
貴
公
子
、
帝
と
の
聞
に
も
、
人
間
の
力
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
出
来
な
い
大
き
な
格
差
が
あ
っ
た
。
人
間
世
界
の
最
高
の
権

力
者
で
あ
る
帝
の
求
婚
で
さ
え
、
姫
は
受
け
入
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

中
世
の
「
小
さ
子
」
で
あ
の
小
男
と
一
寸
法
師
は
、
少
名
毘
古
那
神
や

か
ぐ
や
姫
と
少
し
異
な
る
。
小
男
の
丈
一
尺
の
姿
を
、
主
の
女
房
は
「
あ

の
な
り
し
て
」
（
2
9
6
頁
）
と
言
い
、
上
臆
は
小
男
の
姿
を
見
て
、
初

め
求
婚
を
拒
否
す
る
。
一
寸
法
師
は
両
親
か
ら
化
け
物
風
情
と
言
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
異
能
を
発
揮
す
る
前
の
「
小
さ
子
」
神
は
、
人
々
か
ら
蔑
ま

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
男
が
優
れ
た
和
歌
の
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と

で
、
主
の
女
房
や
上
鵬
は
彼
を
凡
人
と
は
異
な
る
存
在
と
し
て
扱
う
。
一

方
、
一
寸
法
師
に
は
、
住
吉
大
明
神
の
加
護
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
異

能
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。
彼
は
自
力
で
、
宰
根
殿
の
姫
君
を
自
分
の
妾
に

し
、
鬼
を
退
治
す
る
。
そ
し
て
打
ち
出
の
小
槌
で
背
丈
を
伸
ば
し
、
金
持

ち
に
な
っ
た
一
寸
法
師
を
帝
は
賎
し
い
身
分
の
者
で
は
な
い
と
捉
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
初
め
軽
蔑
の
対
象
で
あ
っ
た
小
男
や
一
寸
法
師
が
、
異
能

や
力
の
発
揮
に
よ
っ
て
凡
人
と
は
違
う
と
い
う
意
識
を
人
々
に
持
た
せ
る
。

そ
し
て
物
語
の
最
後
に
、
小
男
が
五
条
天
神
の
前
身
で
あ
る
と
し
、
一
寸

法
師
に
は
住
吉
大
明
神
の
加
護
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ

は
、
小
男
や
一
寸
法
師
の
幸
い
が
、
人
間
の
及
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な

く
、
神
や
神
的
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
古
代
の
「
小
さ
子
」
神
の
よ
う
に
絶
対
的
な
力
を
持
つ

も
の
で
は
な
い
が
、
や
は
り
人
間
よ
り
も
力
の
強
い
神
の
存
在
を
窺
う
こ
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と
が
出
来
る
。

小
泉
小
太
郎
は
寺
の
住
持
と
大
蛇
の
子
ど
も
で
あ
る
。
泉
小
太
郎
は
鉢

伏
山
の
神
或
い
は
東
高
梨
池
の
白
龍
王
と
犀
龍
の
子
ど
も
で
あ
る
。

小
太
郎
は
初
め
怠
け
者
で
飯
ば
か
り
食
う
役
立
た
ず
と
人
々
か
ら
思
わ

れ
て
い
た
が
、
成
長
後
、
異
能
を
発
揮
し
、
湖
を
干
拓
す
る
。
こ
の
大
事

業
が
人
間
の
及
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、
人
々
は
彼
を
神
の

子
と
し
て
捉
え
る
。

前
章
で
、
こ
の
民
話
の
成
立
が
室
町
時
代
以
降
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、

成
立
時
代
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
一
＝
一
口
及
す
る
と
、
小
太
郎
の
母
親
が
龍
の
姿
を

恥
じ
て
湖
水
に
入
る
点
に
近
世
的
な
特
徴
が
窺
わ
れ
る
。
古
代
、
蛇
・
龍

は
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
神
の

座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
泉
小
太
郎
の
母
親
が
龍
の

姿
を
恥
じ
て
湖
水
に
入
る
の
は
、
母
親
の
神
威
が
下
落
し
、
魔
物
（
邪
神
）

と
し
人
々
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
母
龍
自
身
も
自
分

の
姿
を
恥
と
感
じ
る
。
中
世
の
「
小
さ
子
」
神
は
姿
・
格
好
を
人
々
か
ら

特
異
な
目
で
見
ら
れ
て
い
た
が
、
自
分
の
姿
を
恥
ず
か
し
い
と
は
考
え
な

か
っ
た
。
母
龍
は
「
小
さ
子
」
神
で
は
な
い
が
、
神
が
自
分
の
姿
を
恥
と

思
う
の
は
、
合
理
主
義
が
出
て
き
た
近
世
あ
た
り
の
感
情
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
こ
の
民
話
を
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
生

み
出
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

以
上
よ
り
、
中
世
の
「
小
さ
子
」
神
（
小
男
・
一
寸
法
師
・
小
泉
小
太

.JI 

う
に
絶
対
的
な
力
を
持
つ
て
は
い
な
い
が
、
優
れ
た
和
歌
の
才
能
や
成
り

上
が
り
を
実
現
す
る
神
の
加
護
、
干
拓
と
い
う
大
事
業
は
、
神
の
威
力
を

示
す
も
の
で
、
人
間
は
そ
れ
を
畏
怖
の
念
で
捉
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』
で
は
、
娘
の
姿
が
異
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
香
具

師
に
売
ら
れ
、
娘
自
身
も
自
分
の
姿
を
恥
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
小
太

郎
の
母
龍
と
同
じ
よ
う
な
特
徴
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
娘
が
異
能
を
発

揮
し
て
も
、
老
夫
婦
や
人
々
は
彼
女
が
神
聖
な
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
な

い
。
こ
こ
が
中
世
と
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
小
さ
子
」
神
の
神
性
の

非
認
識
は
、
神
威
の
低
下
を
も
意
味
す
る
。
娘
は
見
せ
物
と
し
て
香
具
師

に
売
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
た
だ
悲
し

む
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
中
世
の
「
小
さ
子
」
の
神
の
よ
う
な
力
は

存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
神
性
の
非
認
識
と
神
威
の
低
下
が
、
近
代
の

「
小
さ
子
」
神
の
特
徴
と
考
え
る
。

『
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
国
』
の
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
達
は
、
素
早
く
動

く
こ
と
が
出
来
、
夢
を
操
る
な
ど
神
の
子
で
あ
る
片
鱗
を
見
せ
て
い
る
が
、

人
間
に
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
「
小
さ
子
」
神
の

神
威
の
低
下
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』

の
人
魚
が
何
も
行
動
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
達
は
行

動
し
、
自
分
達
の
世
界
を
守
る
。
作
者
は
、
人
間
よ
り
も
弱
い
存
在
で
あ
っ

た
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
達
を
人
間
に
負
け
ぬ
よ
う
に
成
長
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
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れ
か
ら
は
「
な
ん
で
も
や
っ
て
み
る
つ
も
り
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
な
」

（2
2
3
頁
）
と
い
う
よ
う
に
積
極
的
に
行
動
す
る
態
度
に
変
わ
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
「
小
さ
子
」
神
の
精
神
的
な
成
長
が
窺
わ
れ
る
。

「
小
泉
小
太
郎
」
を
骨
子
と
し
て
い
る
『
龍
の
子
太
郎
』
は
、
太
郎
が

母
龍
と
協
力
し
て
難
事
業
を
完
遂
す
る
こ
と
か
ら
、
中
世
と
同
じ
よ
う
に
、

人
間
よ
り
神
が
強
い
と
い
う
力
関
係
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
と
い

え
よ
う
。
し
か
し
、
太
郎
の
事
業
を
完
遂
す
る
力
は
旅
で
の
体
験
に
よ
っ

て
培
わ
れ
る
。
太
郎
は
神
と
通
ず
る
面
を
有
し
な
が
ら
も
、
神
の
子
と
し

て
の
異
能
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。
彼
は
人
間
の
よ
う
に
体
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
肉
体
的
・
精
神
的
に
成
長
し
難
事
業
を
完
遂
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
小
さ
子
」
神
で
あ
る
太
郎
の
異
能
の
低
下
は
、
太
郎
に
人

間
的
な
要
素
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
が
「
小
泉
小
太
郎
」
と

大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
異
な
る
点
と
し
て
重
視
し
た
い
の

は
、
母
龍
が
罪
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
古
来
か
ら
、
湖
は
神

が
守
っ
て
い
た
。
そ
の
神
は
、
田
沢
湖
の
田
沢
姫
の
よ
う
に
姫
神
で
あ
っ

た
。
姫
神
が
守
る
湖
を
破
壊
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
だ
が
、
『
龍
の

子
太
郎
』
の
場
合
、
湖
に
は
罪
人
と
な
っ
た
太
郎
の
母
龍
が
住
ん
で
い
た
。

そ
の
母
龍
を
息
子
が
説
得
し
た
上
で
、
湖
を
破
壊
す
る
の
で
あ
る
。
迷
信

を
信
じ
る
人
も
、
罪
の
た
め
に
龍
と
な
っ
た
母
と
そ
の
子
供
が
協
力
を
し

て
行
う
湖
の
破
壊
で
あ
れ
ば
、
崇
り
も
怖
く
は
な
い
。
人
々
の
た
め
に
母

子
が
湖
を
捜
す
こ
と
に
、
何
の
問
題
も
な
く
な
る
。
こ
う
し
て
湖
を
破
壊

す
る
論
理
が
、
本
作
品
に
は
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

中
世
の
「
小
泉
小
太
郎
」
の
骨
子
を
持
っ
た
『
龍
の
子
太
郎
』
で
あ
る

が
、
「
小
さ
子
」
神
で
あ
る
太
郎
の
異
能
の
低
下
に
よ
っ
て
太
郎
は
人
間

的
要
素
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
母
龍
が
罪
人
と
い
う
点
よ
り
湖

を
破
壊
す
る
論
理
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
の
二
点
が
『
龍
の
子
太
郎
』
の

近
代
的
な
特
徴
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
近
代
に
お
け
る
「
小
さ
子
」
神
の
特
徴
は
神
性
の
非
認
識

と
神
威
の
低
下
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
状
況

が
生
じ
た
の
か
。
唐
木
順
三
氏
の
「
お
そ
れ
と
い
う
感
情
」
で
そ
の
理
由

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
七
世
紀
の
デ
カ
ル
ト
以
来
、
人
間
理
性
の
力
を
信
じ
、
理
性
を
正

し
く
行
使
す
る
な
ら
ば
、
世
に
不
可
解
な
こ
と
は
な
に
ひ
と
つ
な
い

と
信
じ
、
人
知
人
力
の
無
限
の
能
力
を
信
ず
る
と
い
ふ
方
向
を
辿
る

っ
て
今
日
に
到
っ
た
。
そ
れ
が
近
代
を
し
て
近
代
た
ら
し
め
て
ゐ
る

根
本
的
な
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
人
智
人
力
以
上
の
も
の
、

形
而
上
的
な
も
の
、
神
聖
な
も
の
を
、
人
智
の
未
稜
達
時
代
の
遺
物

と
す
る
か
、
無
用
の
長
物
と
す
る
か
、
ま
た
無
視
す
る
か
、
さ
ふ
い

ふ
方
向
に
進
ん
で
き
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
は
、
お
そ
れ
と
い
ふ
感
情
を

不
用
の
も
の
、
無
用
の
も
の
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
（
1
0
1頁）

-223ー

こ
の
近
代
化
に
よ
っ
て
「
小
さ
子
」
神
の
神
性
は
認
識
さ
れ
な
く
な
り

信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
小
さ
子
」
の
神
威
は
弱
ま
る
の

で
あ
る
。
「
小
さ
子
」
の
神
威
の
低
下
に
よ
っ
て
J

問
題
は
小
さ
子
自
身

の
努
力
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
、
小
さ
子
は
こ
の
問
題
解
決
に
よ
っ
て
成
長



す
る
。
猪
熊
葉
子
氏
は
「
児
童
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
小
人
達
」
で
「
伝
承

世
界
の
住
人
達
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
与
え
ら
れ
た
性
格
を
く
ず
す
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
」
（
回
頁
）
と
言
う
。
し
か
し
、
近
代
に
お
い
て
「
小

さ
子
」
は
成
長
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
力
で
の
問
題
解
決
と

成
長
に
よ
っ
て
「
小
さ
子
」
は
人
間
的
要
素
を
帯
び
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
人
間
的
要
素
を
帯
び
た
「
小
さ
子
」
像
に
は
、
当
時
要
求
と
さ
れ
た
児

童
像
、
人
間
像
が
反
映
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

の
人
魚
に
〈
赤
い
鳥
〉
時
代
に
共
通
す
る
児
童
像
が
反
映
さ
れ

2
、
コ
ロ

ボ
ツ
ク
ル
で
は
弱
者
逮
が
協
力
し
、
非
暴
力
で
問
題
を
解
決
す
る
人
間

像
5
1
『
龍
の
子
太
郎
』
で
は
、
巧
み
に
隠
さ
れ
た
社
会
問
題
を
見
い
だ

し
、
論
理
的
思
考
で
解
決
し
、
多
く
の
者
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
社
会
を

変
革
す
る
児
童
像

2
で
あ
っ
た
。

「
小
さ
子
」
話
の
可
能
性

古
代
の
「
小
さ
子
」
神
は
、
人
間
よ
り
も
絶
対
的
な
力
を
持
ち
、
人
聞

か
ら
も
畏
怖
の
念
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
世
の
「
小
さ
子
」
神

も
古
代
の
よ
う
に
絶
対
的
な
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
異
能
や
力
を

発
揮
し
た
後
、
人
々
か
ら
神
聖
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
近
代
の
「
小
さ
子
」
神
で
は
、
神
性
の
非
認
識
と

神
威
の
低
下
に
よ
っ
て
、
時
に
は
神
と
人
間
と
の
力
関
係
が
逆
転
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
小
さ
子
」
神
の
神
威
は
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
低
下
す
る
。

古
代
の
「
小
さ
子
」
神
で
は
、
絶
対
的
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
神
の
出
現

と
異
能
、
そ
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
の
か
と
い
う
事
跡
が
主
に
描
か

れ
た
。
中
世
の
「
小
さ
子
」
神
で
は
、
軽
蔑
の
対
象
で
あ
っ
た
「
小
さ
子
」

神
が
異
能
や
神
の
加
護
に
よ
っ
て
立
身
出
世
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
に
力

点
が
置
か
れ
た
。
近
代
の
「
小
さ
子
」
神
で
は
、
神
性
の
非
認
識
と
神
威

の
低
下
に
よ
っ
て
、
問
題
は
自
ら
の
努
力
と
力
に
よ
っ
て
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
問
題
を
解
決
す
る
ま
で
の
過
程
が
長
く
描
か

れ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
力
を
身
に
着
け
る
の
か
、
そ
れ
に
伴
う
苦
労
、

苦
悩
が
描
か
れ
、
主
人
公
は
精
神
的
に
成
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
成

長
過
程
で
主
人
公
に
個
性
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
威
が
低
下
す
る
に
従
っ
て
「
小
さ
子
」
話
に
話
の
展
開

が
生
じ
た
一
方
で
、
時
代
を
超
え
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

一
つ
は
「
小
さ
子
」
が
何
ら
か
の
事
業
を
行
い
、
人
々
に
幸
い
を
も
た
ら

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
全
て
の
「
小
さ
子
」
話
に
共
通
す
る

こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
「
小
さ
子
」
の
難
事
業
や
問
題
の
克
服
が
現

世
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
代
か
ら
近
代
に
か
け

て
の
「
小
さ
子
」
話
は
、
西
洋
の
よ
う
に
現
世
と
は
違
う
世
界
（
異
境
）

で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く

E
、
現
世
で
の
物
語
と
い
う
特
徴
を
持
つ
の
で

あ
る
。
一
一
一
つ
目
は
、
「
小
さ
子
」
が
克
服
す
る
難
事
業
は
、
そ
の
当
時
の

課
題
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
貧
し
い
時
代
は
貧
し
さ
の
克
服
と
い

う
課
題
（
国
造
り
〈
古
代
〉
、
干
拓
〈
中
世
〉
、
開
発
に
よ
る
豊
か
さ
〈
近
．

代
〉
）
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
人
々
の
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か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の
「
小
さ
子
」

話
の
可
能
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

上
隼
一
郎
氏
は
「
現
代
日
本
の
空
想
物
語
」
で
「
原
始
時
代
の
神
話
こ

の
か
た
伝
承
文
学
の
な
か
を
貫
流
し
て
い
た
魔
力
l

こ
と
ば
を
換
え
れ
ば

空
想
力
」
は
、
「
大
衆
的
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ヨ
シ
の
主
人
公
た
ち

の
超
能
力
」
の
話
に
移
っ
て
い
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
「
現
代
日
本
の
空

想
物
に
お
け
る
魔
力
の
衰
退
を
回
復
さ
せ
る
道
は
、
大
衆
的
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
主
人
公
達
（
私
注
l

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
「
パ

I
マ
ン
」

な
ど
）
に
学
ぶ
以
外
に
は
、
早
急
に
は
見
つ
か
ら
な
い
と
思
う
」
（
臼
頁
）

と
主
張
す
る
。

神
宮
輝
夫
氏
は
『
児
童
文
学
の
中
の
子
供
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

神
話
や
伝
説
を
土
台
に
し
な
け
れ
ば
効
果
的
に
表
現
さ
れ
、
機
能
し

な
い
と
し
た
ら
、
深
い
哲
学
性
や
神
秘
性
を
そ
な
え
た
神
話
を
も
た

な
い
と
さ
れ
る
日
本
人
は
、
す
ぐ
れ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
生
み
だ
せ

な
い
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
伝
承
文
学
そ
の
他
が
い
ち

が
い
に
哲
学
性
に
欠
け
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
そ
こ
か
ら
素
材
を

発
見
し
個
性
的
な
も
の
を
加
え
た
り
構
成
し
な
お
し
た
り
す
る
方
法

は
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
外
国
も
の
を
素
材
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
だ
が
、
伝
承
に
依
拠
し
な
い
方
法
が
ど
こ
か
に
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
（
組
頁
）

イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
宗
教
的
哲
学
が
な
い
に
し
て
も
、
昔
話
や
民
話

が
、
今
で
も
、
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
は
日
本
人
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る

も
め
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
ァ
。
わ
た
し
は
「
小
さ
子
」
話
が
空
想
物
語
と
し

て
再
度
、
描
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
「
小
さ
子
」
話
が
持
つ
異
能

を
発
探
し
て
、
人
々
に
幸
い
を
も
た
ら
す
と
い
う
話
を
、
日
本
人
が
持
つ

魔
性
や
仏
性
な
ど
論
理
で
は
説
明
で
き
な
い
心
の
内
を
利
用
す
る
こ
と

E

で
、
空
想
物
語
を
描
く
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

「
小
さ
子
」
神
が
登
場
す
る
「
小
さ
子
」
話
は
、
西
洋
の
妖
精
物
語
と

も
魔
法
の
物
語
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
世
界
の
国
々
の
物
語
に
つ

い
て
は
、
今
述
べ
る
も
の
は
も
た
な
い
が
、
管
見
で
は
「
小
さ
子
」
話
は

日
本
独
特
の
話
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

を
加
え
て
い
き
た
い
）
。
そ
の
「
小
さ
子
」
話
が
、
現
代
に
お
い
て
途
切

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
児
童
文
学
の
み
な
ら
ず
、
物
語

文
学
に
お
け
る
損
失
で
あ
ろ
、
っ
。
何
ら
か
の
形
で
「
小
さ
子
」
話
の
復
興

が
望
ま
れ
る
。

そ
の
可
能
性
と
し
て
は
今
ま
で
の
考
察
の
中
か
ら
、
そ
の
時
代
の
課
題

と
願
望
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
人
物
（
少
年
少
女
）
の
成

長
物
語
と
し
て
描
く
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
物
語
の
骨
格
は
連
綿

と
続
い
た
「
小
さ
子
」
話
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
み
え
て
い
る
。
そ
の
骨
格

に
沿
っ
て
ど
の
よ
う
な
肉
付
け
を
行
う
か
は
作
者
の
裁
量
と
力
量
に
よ
る
。

今
ま
で
の
「
小
さ
子
」
話
は
「
日
本
」
が
舞
台
で
あ
っ
た
が
、
国
際
社
会

の
現
代
で
は
舞
台
は
「
地
球
」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
小
さ
子
」
話
の

課
題
は
日
本
の
民
衆
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
現
代
の
「
小
さ
子
」
話
は
人

類
の
課
題
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
で
魅
力
的
な
人
間
へ
の
成
長
を
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描
き
出
す
こ
と
が
、
「
小
さ
子
」
話
の
復
興
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

【注】
（1
）
西
洋
の
小
人
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、

T
－
カ
ト
イ
リ
ー
が
『
妖
精
の
誕
生
』
（
市

場
泰
男
訳
教
養
文
庫
1
9
9
7
｝
で
述
べ
て
い
る
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
ほ
と
ん
ど
全
て
の
国
々
で
、
人
間
と
異
な
り
、
ま
た
よ
り
高
次
の
神
的
存
在
と

ち
が
っ
た
別
複
の
存
在
が
人
々
の
聞
で
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
が
見
出
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
の
存
在
は
ふ
つ
う
、
地
下
の
洞
穴
と
か
、
水
底
と
か
い
っ
た
独
自
の
領
域
を

住
み
か
と
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
一
般
に
、
人
間
よ
り
す
ぐ
れ
た
カ

と
知
識
を
そ
な
え
て
い
る
が
、
人
間
同
様
必
然
的
な
死
の
運
命
を
避
け
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
寿
命
は
人
間
よ
り
長
い
。
こ
れ
ら
人
間
や
神
的
存
在
と
異
な
る
別
種
の
存

在
の
中
に
小
人
が
い
る
。
こ
の
先
祖
を
、
カ
ト
イ
リ
1
は
北
方
神
話
の
ず
る
賢
い
小

人
ド
ゥ
エ
ン
ガ
ル
と
考
え
る
。
ド
ゥ
エ
ン
ガ
ル
は
背
が
低
く
、
足
が
短
く
て
手
が
長

く
、
直
立
す
る
と
手
が
ほ
と
ん
ど
地
面
に
つ
く
。
彼
ら
は
金
、
銀
、
鉄
な
ど
金
属
の

細
工
で
は
す
ぐ
れ
た
専
門
家
で
あ
る
。
彼
ら
は
エ
セ
ル
神
族
や
人
間
の
英
雄
た
ち
の

た
め
に
ふ
し
ぎ
な
異
様
な
も
の
を
た
く
さ
ん
作
る
。
彼
ら
の
炉
か
ら
生
ま
れ
た
武

器
や
甲
関
に
か
な
う
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
贈
り
物
は
彼
ら
の
自
発

的
意
志
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
腕
ず
く
で
彼
ら

か
ら
強
絡
す
る
と
、
そ
れ
に
は
必
ず
災
厄
が
つ
き
ま
と
う
。

（2
）
拙
稿
「
小
川
未
明
〈
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
〉
論
」
『
国
諸
国
文
学
研
究
』
第
三
五
号

熊
本
大
学
国
語
国
文
学
会
参
照

4
）
拙
稿
「
松
谷
み
よ
子
『
能
の
子
太
郎
』
」
論

参
照

『
近
代
文
学
論
集
』
第
M
号

日
本
近
代
文
学
会
九
州
支
部

（5
）
ル
イ
ス
・
キ
ヤ
ロ
ル
『
不
思
議
な
ア
リ
ス
』
、

C
・
S
－
ル
イ
ス
の
『
ナ
ル
ニ
ア

因
物
語
』
シ
リ
ー
ズ
や
J
－
R
・
R
－ト
1
ル
キ
ン
の
『
ホ
ピ
7
ト
の
冒
険
』
な
ど

西
洋
の
作
品
で
は
、
異
境
で
の
主
人
公
逮
の
冒
険
談
が
多
い
。

（6
）
日
本
人
に
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
俗
信
、
迷
信
と
い
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
な
い

魔
性
、
仏
性
を
心
の
中
に
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
代
で
も
家
を
建
て
る
時
に
は

土
地
の
精
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
地
鎮
祭
を
す
る
風
習
が
残
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
土

地
の
精
霊
の
存
在
に
は
半
信
半
疑
だ
が
、
や
ら
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
も
の
を
心
の

中
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
唐
木
版
三
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
化
に
於
け
る

「
お
そ
れ
と
い
う
感
情
」
の
喪
失
は
完
全
で
は
な
か
っ
た
。
今
尚
、
私
た
ち
の
心
の

隅
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
心
理
を
用
い
る
こ
と
で
、
「
小
さ
子
」
請
の
空

惣
物
語
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
手
法
を
用
い
た
作
品
の
一
つ
に

佐
藤
さ
と
る
『
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
困
』
が
あ
る
。
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（
引
用
文
献
）

「
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
角
川
書
店

新
編
日
本
古
典
文
学
金
集
1
『
古
事
記
』
小
学
館

’in
w
d
o
o
p
o
 

噌

A
n
u
d
n
w
d

弓，

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店

唱

A
n
u
d
n
E
a
a苛

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
御
伽
草
子
集
』
（
高
安
本
）

日
本
古
典
文
学
全
集
『
御
伽
草
子
』
小
学
館



佐
藤
さ
と
る
『
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
国
』

J

講
談
社
青
い
鳥
文
庫

唐
木
順
三
『
日
本
の
心
』
筑
摩
書
一
房
一

1
9
6
5

初
出
『
日
本
』

1
9
6
4
・
4

猪
熊
葉
子
「
児
童
文
学
に
あ
ら
わ
れ
た
小
人
逮
」
『
日
本
児
章
文
学
』

1
9
7
2
・
2

上
笠
－
郎
「
現
代
日
本
の
空
惣
物
語
」
『
日
本
児
童
文
学
』

1
9
6
7
m

神
宮
探
夫
『
児
童
文
学
の
中
の
子
ど
も
』

N
H
Kブ
ッ
ク
ス

唱

E
A
a
u
u
n
u
d
F
h
v

’i
n
ヨ句’
nud

（
参
考
文
献
）

新
編
日
本
古
典
文
学
会
集
2
『
日
本
書
紀
』
小
学
館

新
編
日
本
古
典
文
学
会
集
5
『
風
土
記
』
小
学
館

1
9
9
7

日
本
古
典
文
学
全
集
『
竹
取
物
語
』
小
学
館

小
川
未
明
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』

1
9
6
9
・
4

唱
A
n
ヨ
nwu

勾，

名
著
復
刻
全
集
近
代
文
学
館

佐
竹
昭
広
『
ド
勉
ヒ
の
文
学
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫

（
ほ
り
は
た

噌
目
晶

nuJWAMMayu

・n
，
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